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ご挨拶

日本経済は、バブル経済崩壊により３０年以上停滞しており、国力も世界に対して遅れを取っております。

そこで、世界を圧倒する次世代エンジンと次世代ＡＩにより、空飛ぶ車・ドローン・次世代航空機・汎用人工

知能(ＡＧＩ)等による新しい産業を創出することにより、日本経済の発展と国力を向上させて、持続可能な経

済発展を確実に実現させたいと考えております。その、次世代エンジンと次世代ＡＩの研究開発には、多くの

人材・設備・資金が必要になります。つきましては、事業提携により、高性能次世代ディーゼルエンジン事業

を確立したいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 代表取締役 真下 速美

【Ⅰ】技術・成果物の評価について

１．次世代エンジン設計解析ソフトウエア

○設計解析ソフトウエアについて

設計解析ソフトは、設計不備を未然に防止して製造段階における不具合をなくす重要な役割があります。

ゆえに、エンジン開発において設計解析ソフトが最重要な役割を担っており、開発期間の短縮や開発費用

を抑えるために必要不可欠な技術・成果物になります。

また、エンジン設計やエンジン動作を最適化して具現化するもので、ソフトウエアなしで革新エンジンの

設計開発は考えられません。

▽クランク部設計解析

クランク機構部を設計するもので、クランクピン回転半径・揺動アーム揺動半径・ローター最小半径・

シリンダボア・揺動軸～クランク軸の距離を入力して、ローター最大半径・揺動アーム傾き角度・ピス

トン揺動角度・コンロッド長さ・コンロッド傾き角度・ピストンストローク・単動式換算の１気筒排気

量・ボア比を求めます。

▽シリンダー部設計解析

シリンダー各部を設計するもので、遥動軸～カム軸の距離・カム軸～吸排気バルブ先端部の距離・バル

ブリフト量・メタルガスケットの厚さ・吸排気バルブ軸～燃焼室端部の距離・遥動軸～ピストン接合部

までの距離・ピストン接合部の長さ・ローター最小半径・ローター最大半径・ローター中心半径・シリ

ンダーヘッド接合部半径・シリンダーブロック半径・メタルガスケット湾曲部半径・ピストン先端部ま

での傾き・ピストン揺動角度の半分を入力して、シリンダーヘッドの傾き・バルブ位置・ガスケット長

さ・トルク動作位置・トルク向上率・給排気動作位置・給排気向上率・給排気離芯率・燃焼室体積・燃

焼室表面積・圧縮比・ＳＶ比・組み付け可否を求めます。

▽バルブ干渉解析

吸排気バルブの干渉を解析するもので、クランクピン回転半径・揺動アーム遥動半径・遥動軸～クラン

ク軸の距離・遥動軸～カム軸の距離・カム軸～吸排気バルブの距離・遥動軸～ピストン接合部までの距

離・ピストン接合部の長さ・ピストン先端部までの傾き・ピストン遥動角度・吸気バルブ半径・排気バ

ルブ半径を入力して、クランク回転角度毎における吸排気バルブとピストンの距離を求めます。

▽エンジン動作解析

エンジン動作をシミュレーションするもので、クランク回転半径・揺動アーム揺動半径・揺動軸～クラ

ンク軸の距離・シリンダボア・ローター中心半径・ピストン＋ローター部往復質量を入力して、エンジ

ン回転数毎のピストン平均速度・最大慣性力(加速時)・最小慣性力(減速時)・最大合力(正回転方向)・

最小合力(逆回転方向)・最大コンロッド荷重・最大クランク荷重を求めて、連続最大回転数と最大回転

数を決定して構成毎のエンジン出力を求めます。

また、ピストン合成力解析(燃焼力・圧縮力＋往復慣性力)とエンジン回転数毎のエンジン構成別のエン

ジン出力軸トルクとエンジン慣性トルクも求めます。

▽マウント荷重解析

クランク回転半径・揺動アーム揺動半径・揺動軸～クランク軸の距離・シリンダボア・ローター中心半

径・ピストン＋ローター部往復質量・マウント位置・マウント個数を入力して、エンジン回転数毎の最

大マウント荷重を求めます。

▽ローター荷重解析

クランク回転半径・揺動アーム揺動半径・揺動軸～クランク軸の距離・シリンダボア・ピストン先端部

までの傾き・ローター荷重半径・ローター荷重幅を入力して、ローターに掛かるローター最大静荷重と

ローター動荷重を求めます。

▽エンジン設計解析

設計解析は耐久性を求めるもので、耐久性は極めて重要な因子であり設計する上での最重要課題になり

ます。

①限界トルクの計算

回転体におけるローター・クランクシャフト・ギア・出力シャフトの限界トルクに対する安全係数を

求めます。



②限界荷重の計算

エンジン構造物におけるシリンダー・シリンダーヘッド・ピストン・ローター・ローターピン・コン

ロッド・クランクシャフトの限界荷重に対する安全係数を求めます。

③滑り軸受ＰＶ値(面圧と速度の積)の計算

回転部におけるコンロッド大端部ブッシュ・クランクメインブッシュ・クランクブッシュ・ローター

ブッシュのＰＶ値を求めます。

④転がり軸受定格寿命の計算

最大回転数における出力シャフト軸受・カムシャフト軸受の定格寿命を求めます。

○ソフトウエアの価値について

次世代エンジンにおける最重要な成果物であり、最重要企業秘密になります。

また、次世代エンジン設計・開発の模倣を困難にすることにより、ライセンス事業が成立します。

○ソフトウエアの価格について

エンジン開発におけるソフトウエア開発は、ソフトウエア会社に発注しますが、このソフトを受託可能な

企業は、日本に存在しません(開発するには大学との共同開発が考えられます)。

日本では海外製のソフトをカスタマイズして使用するのが、日常的となっています。

ゆえに、敢えて価格を計算すれば、１００人体制で５年以上の期間が必要になります。

資産価値＝１００人×１６０万／月(大手ソフトウエア開発企業)×６０カ月≒１００億円

２．次世代ＡＩソフトウエア

○ソフトウエアについて

現在のＡＩは、ニューラルネットワーク構造(深層解析)ですが、多くの欠点があります。

次世代ＡＩは、リカーシヴネットワーク構造(立体解析)にすることにより、欠点が解消されます。

詳しくは、次世代ＡＩ事業計画書を参照してください。

○ソフトウエアの価値について

汎用人工知能(ＡＧＩ)の構築に必須ですので、計り知れない価値になります。

○ソフトウエアの価格について

現在、基本設計とシステム設計が終了しており、全体の価値の７.５％になります。

資産価値＝２,０００億円(実際には１０兆円以上)×(９ヶ月／１２０ヶ月＝７.５％)＝１５０億円

３．クラウド学習システム

○ソフトウエアについて

特徴は、クラウド上に生徒の学習記録と演習記録がすべてが蓄積されており、先生による学習指導と演習

指導が適切に行えます。

ゆえに、生徒の学習状況と演習状況が完全に把握できますので、生徒の学力を伸ばすのに効果的です。

また、タスク単位で動作することにより、極めてスムーズな動作になり、生徒が同時に学習・演習可能な

人数が１０万人以上(ｅラーニングでは不可能)になります。

○ソフトウエアの価値について

ソフトウエア開発に長けているチームで開発しましたので、ｅラーニングとは比較にならない程、機能性

に優れています。

○ソフトウエアの価格について

中学の五教科を収録したクラウド学習システムで、将来的には高度教育システムに移行可能になっており、

ソフトウエア開発を外注に依頼した場合、１００人体制で５年以上の期間が必要になります。

資産価値＝１００人×１６０万／月(大手ソフトウエア開発企業)×６０カ月≒１００億円

４．次世代エンジンの設計

○設計について

基本設計・ソフトウエア設計解析・製作図面・組立治具・組立図面・２Ｄ動作・３Ｄ動作・３Ｄデータ等

から構成されております。

○設計の価値について

新規エンジン開発は、１００億円～２００億円が必要といわれていますが、次世代エンジン開発のような

革新エンジンの設計フェーズは５０％に当たる１００億円が妥当と考えられます。

○設計の価格について

ボア４４ガソリンエンジン・ボア６０ディーゼルエンジン・ボア９０ディーゼルエンジン・ボア１６０デ

ィーゼルエンジン・ボア３２０ディーゼルエンジン・ボア４８０ディーゼルエンジン・ボア６００ディー

ゼルエンジンの７種類になります。

資産価値＝１００億円×７種類＝７００億円

☆全ての資産価値についての計算(２０年以上の研鑽を積み重ねた結果で、正当な評価と考えています)

資産価値＝設計解析ソフトウエア＋次世代ＡＩソフトウエア＋クラウド学習システム＋次世代エンジン設計

＝１００億円＋１００億円＋１５０億円＋７００億円＝１,０５０億円



【Ⅱ】事業提携について

目的

高性能次世代ディーゼルエンジン事業を構築するために、システム開発要員(ＳＥＳ要員含む)を増員して、

高性能次世代ディーゼルエンジン事業のための営業部門を構築する。

それにより、次世代ディーゼルエンジンの技術を宣伝し、世界規模に展開・先行受注して開発費を調達する。

その際、技術資料と動作試験機(実演または実演ビデオにて説明を行う)により、ユーザーに必要性を促す。

【Ⅲ】高性能次世代ディーゼルエンジンの事業展開について

１．生産

受注した高性能次世代ディーゼルエンジンをエンジンメーカに生産委託する。

２．製品仕様

○ボア６０ディーゼルエンジンで対向完全釣合型 ：出力＝ 1,610馬力～ 1万9,340馬力

○ボア９０ディーゼルエンジンで対向完全釣合型 ：出力＝ 3,802馬力～ 4万5,636馬力

○ボア１６０ディーゼルエンジンで対向完全釣合型：出力＝ 1万2,582馬力～ 15万1,004馬力

○ボア３２０ディーゼルエンジンで対向完全釣合型：出力＝ 5万1,706馬力～ 62万 484馬力

○ボア４８０ディーゼルエンジンで対向完全釣合型：出力＝11万6,376馬力～139万6,520馬力

○ボア６００ディーゼルエンジンで対向完全釣合型：出力＝18万5,362馬力～222万4,364馬力

３．用途

○民需、官需、軍需

○小型発電～超大型発電、小型航空機～超大型航空機、小型船舶～超大型船舶

４．市場規模

○小型発電～超大型発電

世界の火力発電の年間売上規模は２０２４年には１.４５兆ドル(約２１８兆円)と推定されている。

現時点のディーゼルエンジン発電は、小型発電領域ですので、火力発電におけるシェアは僅かです。

しかし、高性能次世代ディーゼルエンジンにより、火力発電の中核発電になると考えられますので、

将来における年間売上規模が１００兆円以上に成長すると確信している。

○小型航空機～超大型航空機

世界の航空機業界の年間売上規模は２０２４年度で２,１１２億ドル(約３２兆円)になります。

小型～超大型航空機・空飛ぶ車・ドローン・次世代航空機の中核動力になると考えられますので、

将来における年間売上規模が５０兆円以上に成長すると確信している。

○小型船舶～超大型船舶

世界の船舶業界の年間売上規模は２０２３年に１,５２４億ドル(約２３兆円)になります。

既存船舶動力システムと新規船舶動力システムの中核動力になると考えられますので、

将来における年間売上規模が５兆円以上に成長すると確信している。

５．ＩＰＯにより資金調達

○年商＝１,０００億円、生産委託費＝３００億円、粗利益＝７００億円、経常利益＝６００億円、

開発費＝１００億円、純利益＝４００億円

○株式評価額＝純利益４００億円×２０倍(標準値)＝８,０００億円(想定)

資本金を１００億円に増資して、株式の２５％を市場に供給して、２,０００億円を資金調達する。

増員するシステム開発要員

(ＳＥＳ要員含む)

５０人

１００人

１５０人

２００人

２５０人

３００人

４００人

５００人

６００人

７００人

８００人

１０００人

次世代ディーゼルエンジン

営業・企画・管理要員

５人

１０人

１５人

２０人

２５人

３０人

４０人

５０人

６０人

７０人

８０人

１００人

システム開発要員と次世代ディーゼルエンジン営業部門の関連表

最小目標

最大目標



【Ⅳ】歩みについて

１．代表の歩み

荏原製作所、椿本チェインのソフトウエア技術者・機械設計技術者・制御設計技術者等を経て昭和５８年に

日本ソフトウエアアプローチを設立しました(椿本チェインの技術者５人で設立)。

主に工場自動化システムを大手ソフトウエア会社より受注して、従業員５０人超まで発展拡大しましたが、

バブル崩壊により急速に仕事の受注が減少したため、大半の従業員をリリースせざるを得ない状況に陥りま

した。

そこで、会社を存続させるために、僅かな従業員と共にソフトウエア技術派遣労働者として働きました。

派遣労働者は、与えられた仕事を馬車馬のように行う労働で、１０年以上経過したころに、従業員仲間から

「真下さんだけは、未来に希望が持てる仕事をしてほしい」と切望され、世界の誰も考案したことのない技

術を考案して、俺たちの夢を叶えて欲しいとのことで、現在に至っています。

２．歩みに深く関わった研究者と技術者

荏原製作所の社員時代にソフトウエア技術と機械設計技術

を教えて頂いた、最もお世話になった大恩人です。

その後の仕事に大変有益になりました。

ロータリーエンジンに大変興味を持っておりましたので、

新型ロータリーエンジンを考案するべく、佐藤先生には、

多くの機械動作機構を教えて頂きました。

その結果、次世代エンジンの動作機構(米国特許US6334423B1)

が考案出来たと考えており、深く感謝しています。

瀧口先生とは、同年代ということで、大変お世話になりました。

数えきれないほど研究室に通い、エンジンにおける気密を実験を

交えて、丁寧に教えて頂きました。

また、ガソリンエンジンとディーゼルエンジンのインジケーター

線図データを頂いたことにより、エンジン設計解析に大変役立た

せて頂きました。

成宗製作所は、自動車メーカーのエンジン試作段階におけ

る、シリンダーブロック・シリンダーヘッド等の鋳造製品

と機械加工を行っています。

その製造技術・加工技術を教えて頂きました。



乙部さんは、ホンダでレース用エンジンの開発責任者をして

いた、スポーツエンジン技術者です。

乙部さんには、エンジンの最も重要な冷却技術を教えて頂き

ました。

狼先生は、元日産の徳岡茂利様のご紹介で、空飛ぶ車・ドロ

ーンの研究をしています。

狼先生と徳岡さんに次世代エンジン動作模型を提示した所、

空飛ぶ車・ドローンと次世代航空機に最適だと提案を頂きま

した。

３．歩みに多くの助言を頂いた研究者と技術資料を頂いた企業

○研究者



○技術資料を頂いた企業(エンジン設計に関する企業の一部)




